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歳出決算額の内訳

水 道 下 水 道 農業集落排水 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － － －

経営健全化基準 20.0 ％

■八千代町会計別資金不足比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

健全化判断比率及び資金不足比率

平
成
28
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
一
般

会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決
算
状
況
が
審
査
さ
れ
、
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
会
計
の
基
本
で
あ
る
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
84
億
７
千
２
２
９
万
円
、
歳
出
が
79
億
２
千
７

８
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
六
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総

額
で
は
、
歳
入
が
１
５
８
億
円
、
歳
出
が
１
５
０
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律」

に
基
づ
く
平
成
27
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
収
ま
り
、
町
の
財
政
は
健
全
な
状
態

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
に
お
い
て
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会 計 区 分 歳入 決 算額 歳出 決 算額

国民健康保険 36億5,056万円 35億5,343万円

介 護 保 険 16億3,602万円 15億5,309万円

中央土地区画 2億4,784万円 2億1,466万円

農業集落排水 7億7,287万円 7億6,903万円

下 水 道 4億603万円 3億9,623万円

後期高齢者医療 1億6,301万円 1億5,901万円

区 分 支出 決 算額

収益的会計 3億5,078万円

資本的会計 9,584万円

収入 決 算額

4億7,914万円

0円

財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

ー

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
と
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表

ー

■水道事業会計の決算状況

特別会計の決算状況

特別会計

八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.84 ％ 20.00 ％

連結実質赤字比率 － 19.84 ％ 30.00 ％

実質公債費比率 9.5 ％ 25.0 ％ 35.0 ％

将 来 負 担 比 率 61.9 ％ 350.0 ％ －

八千代町の健全化判断比率

公債費
5億6,051万円

（7.1％）

農林業費
4億6,087万円

（5.8％）

衛生費
4億5,990万円

（5.8％）

歳出決算額の内訳

総務費
14億2,141万円

（18.0％）

歳出

79億
2,078万円

民生費
26億7,241万円

（33.7％）

教育費
11億4,901万円

（14.5％）

土木費
5億9,847万円

（7.6％）

消防費 3億7,506万円（4.7％）
議会費 1億1,370万円（1.4％）
その他 1億944万円（1.4％）

一般会計 歳入決算額の内訳

町税
26億134万円

（30.7％）

地方交付税
19億3,703万円

（22.8％）

歳入

84億
7,229万円

繰入金 1億4,210万円（1.7％）
諸収入 2億2,830万円（2.7％）
その他 1億2,526万円（1.5％）

町債
6億6,053万円

（7.8％）

繰越金
5億8,039万円

（6.8％）

国庫支出金
9億4,597万円

（11.2％）

地方消費税交付金3億7,422万円（4.4％）
地方譲与税 1億4,962万円（1.8％）
その他 6,869万円（0.8％）

県支出金
6億5,884万円

（7.8％）

■決算用語解説

●一般会計…福祉や教育、消防など住民に広く行われる事業における

歳入・歳出の会計。

●特別会計…町が特定の事業をおこなう場合、一般の歳入歳出と区分

して経理する会計。

●自主財源…町税や町の施設の使用料など、町が独自で調達するお金。

●依存財源…地方交付税や国・県支出金など、国や県から町に入って

くるお金。
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■水道事業会計

平成28年度上半期予算執行状況
平成28年度の上半期（平成28年４月１日から９月30日まで）の予算執行状況がまとまりました。皆さん

に納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

区 分 予 算 額 執 行 額 執行率

収益的収入 4億6,782万円 2億2,302万円 47.7％

収益的支出 3億8,821万円 9,018万円 23.2％

資本的収入 0円 0円 －

資本的支出 7,546万円 3,502万円 46.4％

会 計 別 予 算 額
歳 入 歳 出

収 入 済 額 執行率 支 出 済 額 執行率

国 民 健 康 保 険 34億3,310万円 13億8,513万円 40.3％ 15億9,945万円 46.6％

介 護 保 険 17億1,331万円 7億8,337万円 45.7％ 6億5,222万円 38.1％

中 央 土 地 区 画 1億7,308万円 5,828万円 33.7％ 4,410万円 25.5％

農 業 集 落 排 水 5億4,392万円 3,759万円 6.9％ 1億4,431万円 26.5％

下 水 道 4億5,147万円 1億3,262万円 29.4％ 1億5,108万円 33.5％

合 計 64億7,793万円 24億4,984万円 37.8％ 26億4,085万円 40.8％

後期高齢者医療 1億6,305万円 5,285万円 32.4％ 4,969万円 30.5％

区 分 予 算 額 収 入 済 額 執行率

町 税 24億3,302万円 18億4,368万円 75.8％

地方交付税 17億7,197万円 12億9,265万円 72.9％

国庫支出金 9億634万円 2億2,816万円 25.2％

町 債 8億7,633万円 770万円 0.9％

県 支 出 金 6億6,271万円 1億182万円 15.4％

繰 入 金 3億7,441万円 0円 0.0％

合 計 80億6,864万円 43億9,343万円 54.5％

そ の 他 10億4,386万円 9億1,942万円 88.1％

区 分 予 算 額 支 出 済 額 執行率

民 生 費 25億8,689万円 8億3,969万円 32.5％

教 育 費 16億7,705万円 3億1,967万円 19.1％

総 務 費 10億5,754万円 4億6,488万円 44.0％

土 木 費 6億3,989万円 1億8,877万円 29.5％

公 債 費 5億5,339万円 2億6,678万円 48.2％

衛 生 費 5億1,103万円 2億4,177万円 47.3％

合 計 80億6,864万円 27億7,989万円 34.5％

農林業費 5億326万円 1億7,497万円 34.8％

5億3,959万円そ の 他 2億8,336万円 52.5％

（平成28年９月30日現在）

■町有財産・基金の状況

土地 1,394,919㎡

建物 69,106㎡

基金 29億2,303万円

■町債現在高

120億8,800万円（特別会計を含む）

内訳

一般会計 66億4,730万円

下水道事業会計 25億6,570万円

農業集落排水事業会計 22億3,774万円

中央土地区画整理事業会計 4億2,805万円

水道事業会計 2億 921万円

■一般会計

歳入 歳出

■特別会計

決算・予算執行状況に関するお問い合わせ

企画財政課財政係 内線３２２０



4広報やちよ№685 2016.11月号

９月７日から18日まで開催されたリオ２０１６パ

ラリンピック競技大会に日本代表選手団本部の医師

として、八千代診療所所長の加藤徹男さんが帯同し

ました。加藤さんはこれまでも障がい者スポーツの

国際大会に帯同医として参加していましたが、パラ

リンピックに帯同するのは今回が初めてです。

加藤さんは「帯同して感じたのはパラリンピック

に出場する選手は、障害はありますがメンタル面で

もみんな一流のアスリートだと感じました」と感想

を話していました。

パラリンピックに医師として帯同

リオパラリンピックに医師として帯同した診療所の加藤さん

９月24日にケーズデンキスタジアム水戸で行われ

た第57回茨城県高等学校陸上競技新人大会の女子５

０００ｍ競歩で下妻一高の安田穂乃花さん（塩本）が

大会新記録で優勝しました。同競技では第２位に同

校の國府田奏さん（貝谷）、第３位にも同校の馬場柚

希さん（水口）が入賞し、第３位までを町内の高校

生が独占しました。

優勝した安田さんは「タイムが自己ベストではな

かったので、次の大会では自己ベストをだせるよう

がんばりたい」と今後の意気込みを話していました。

高校陸上女子競歩を大会新で優勝

入賞した安田さん（中）、國府田さん（左）、馬場さん

10月16日にフィットネスパーク・きぬ多目的第２

グラウンド駐車場で行われた第67回茨城県消防ポン

プ操法競技大会県西地区大会で、八千代町から第１

分団（粟野）が出場し第４位に入賞しました。

ポンプ操法大会はポンプ操作の動作やチームワー

ク、規律などを審査し、放水までのタイムと正確さ

を競います。１チームが指揮者と１番員から４番員、

補助員の６人で構成され、１分団は練習を６月から

始め、この大会に臨みました。

ポンプ操法で第１分団が４位入賞

４位入賞した第１分団の選手と本部、八千代分署の皆さん
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９月18日に佛性寺（栗山）の栗山観音本尊の御開

帳が行われました。御開帳が行われるのは昭和60年

以来です。本尊の木心乾漆如来形坐像は、関東・東

北で最も古い木彫像の一つで昭和57年に茨城県指定

有形文化財に指定されました。

栗山行政区が主催して行われた記念式典には、行

政区内から多くの人が集まりました。式典で小野寺

孝一行政区長は「関係各位の皆さんのおかげで本日

の御開帳を迎えられました。今後とも行政区への支

援をよろしくお願いします」とあいさつしました。

栗山観音本尊が御開帳

御開帳には町内外から多くの人が訪れました

10月５日、役場で八千代町観光大使任命式が行わ

れました。初代観光大使に任命されたのは、地元栗

山出身でお笑いタレントの一番星さんと兵庫県豊岡

市出身のタレント山口めろんさんです。２人は八千

代町の観光振興とイメージアップを図るため、町の

魅力や情報を広く発信していきます。

任命を受けて一番星さんは「たくさんの人たちに

八千代町を知ってもらえるようがんばります」、山口

めろんさんは「タカミメロンのように高みを目指し

てがんばります」とそれぞれ抱負を語りました。

町の魅力を広く発信

観光大使に任命された一番星さん（中）と山口めろんさん（右）

認知症について理解を深めてもらおうと９月24日、

中央公民館で認知症講演会が開催されました。茨城

県リハビリテーション専門職協会の作業療法士、富

永真弓さんと川口淳一さんが講師となり「知って安

心認知症は怖くない」と題して講演しました。

講演では「介護はその人にあった方法で」「相手を

追い込まない会話を心がける」など寄り添うように

接し、自尊心を傷つけないことが大切であると訴え

ていました。会場に集まった約１２０人の聴衆は、真

剣な表情で講話に耳を傾けていました。

やさしさあふれるまちを目指して

講演する富永さんと川口さん

子どもたちの笑顔がたくさん

10月15日、中央公民館で親子ふれあいひろば「ハ

ロウィンパーティー＆出店屋さんごっこ」と子ども

教室「太鼓演奏体験」が行われました。親子ふれあ

いひろばには、親子１１０人が参加。仮装した子ど

もたちがいろいろなゲームに挑戦しました。

子ども教室では、ときは太鼓（青葉恒吉代表）の

皆さんを講師に招き、小学生20人が太鼓演奏を体験

しました。50分ほど練習した後、親子ふれあいひろ

ばの参加者を前に練習の成果を披露。子どもたちの

見事な演奏に、会場は大きな拍手で包まれました。

ふれあいひろばの参加者を前に太鼓の演奏をする子どもたち
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ふ
れ
あ
い
の
場
を
増
や
そ
う

ー

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
歓
会
を
開
催

ー

園児と歌遊びを楽しむ参加者

町
の
充
実・

発
展
の
た
め
に

ー
教
育
長
に
赤
松
治
さ
ん（

川
尻）

ー

10
月
７
日
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
と
の
交
歓
会
が
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
で
交
流
が
少
な
く
な

り
が
ち
な
高
齢
者
に
交
流
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会（

青
木
忠
次
会
長）

が
主
催

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
た
ち
ば
な
幼
稚
園
の

園
児
と
歌
遊
び
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
自
前
の
衣
装

を
用
意
し
て
熱
唱
す
る
方
も
い
ま

し
た
。

将
来
の
住
ま
い
は
八
千
代
町
に

ー
移
住
促
進
八
千
代
町
ご
案
内
ツ
ア
ー

ー

10
月
１
日
、
農
業
体
験
や
施
設
見
学
な
ど
を
通
し
て
八
千

代
町
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
町
へ
の
移
住
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
日
野
自
動
車
株
式
会
社
の
社
員（

古
河
工
場

に
異
動
予
定
の
方）

と
ご
家
族
を
対
象
と
し
た「

八
千
代
町

ご
案
内
ツ
ア
ー」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
組
25
人
の
参
加
者
は
バ
ス
で
町
内
を
移
動
。
藤
木
正
司

さ
ん（

栗
山）

の
メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
で
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
収
穫

体
験
を
終
え
た
後
、
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
・
憩
遊
館

や
八
千
代
第
一
中
学
校
校
舎
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
収
穫

体
験
会
場
で
は
メ
ロ
ン
の
試
食
も
行
わ
れ「

甘
く
て
本
当
に

お
い
し
い」

と
大
好
評
で
し
た
。
ツ
ア
ー
を
終
え
た
参
加
者

は「

の
ど
か
で
住
み
や
す
そ
う
。
会
社
が
近
く
て
良
い」

と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

花壇コンクールで入賞された皆さん

９
月
28
日
に
役
場
で
平
成
28
年
度
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
団
体
は
18
団

体
、最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
太
田
き
れ
い
に
す
る
会
で
す
。

太
田
き
れ
い
に
す
る
会
の
作
っ
た
花
壇
は
、
多
く
の
種
類
の

花
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
華
や
か
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
特
別
賞
に
根
ノ
谷
子
ど
も
会
育
成
会
、村
貫
健
友
会
、

菅
谷
西
老
人
ク
ラ
ブ
、
塩
本
子
ど
も
会
育
成
会
、
本
田
子
ど

も
会
、
優
秀
賞
に
芦
ケ
谷
新
田
さ
く
ら
会
、
下
山
川
行
政
区
、

佐
野
西
子
ど
も
会
育
成
会
が
入
賞
し
ま
し
た
。

太
田
き
れ
い
に
す
る
会
の
増
田
幸
子
さ
ん
は「

花
を
植
え

る
前
は
草
が
生
え
て
い
て
見
苦
し
か
っ
た
の
で
、
き
れ
い
に

し
よ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
壇
作
り
を
始
め
ま
し
た」

と

き
っ

か
け
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
花
が
評
価

ー

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ー

任命書を受け取る赤松教育長（左）

一中で校舎の説明を受ける参加者の皆さん

任
期
満
了
で
退
任
し
た
高
橋
昇

教
育
長
に
代
わ
り
、
10
月
１
日
付

で
八
千
代
一
中
校
長
の
赤
松
治
さ

ん
が
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

赤
松
教
育
長
は
昭
和
61
年
に
教
諭

と
な
り
、
総
和
北
中
や
八
千
代
一

中
の
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
就

任
に
あ
た
り「

町
の
充
実
・
発
展

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す」

と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

八
千
代
一
中
校
長
の
後
任
に

は
、
古
河
市
出
身
の
石
塚
浩
司
さ

ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
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み ん な の 広 場

【コメント】

ケンカもするけ

ど、とっても仲良

しな二人。いつも

家族にたくさん元

気をくれてありが

とう！これからも

兄妹仲良く元気に

大きく育って下さ

い。

父 裕 太 さん

母 歩 美 さん

俳

句

た
っ
ぷ
り
の
大
根
お
ろ
し
や
初
秋
刀
魚

水

口

北

野

妙

子

ち
ち
ろ
の
音
寝
床
に
入
れ
て
漕
ぐ
余
生

菅

谷

照

内

美
代
子

絵
て
が
み
に
裂
け
て
笑
う
や
石
榴
の
実

小

屋

石

島

和

男

秋
灯
に
読
書
の
母
は
矍
鑠
と

か

く
し
ゃ
く

松

本

野

口

ま
さ
子

幾
万
の
御
霊
に
合
掌
秋
日
和

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

老
犬
が
老
人
連
れ
行
く
秋
日
和

大

里

山

中

康

雄

【コメント】

おしゃべりがとて

も上手になってき

た明莉ちゃん。お

歌を歌うのも大好

きです。毎日、元

気いっぱいあそん

でね。

父 雅 弘 さん

母 未来恵 さん

い
さ
か
え
つ
労
い
合
ひ
つ
秋
八
十
路

佐

野

佐

伯

六

花

猫
ブ
ー
ム
漱
石
読
ん
で
彼
岸
入
り

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

芸
能
の
つ
ど
い
賑
わ
す
高
齢
者

過
去
の
苦
労
も
忘
れ
て
満
喫

東
大
山

草

間

ふ

み

華
甲
な
り
い
き
い
き
サ
ロ
ン
小
物
作
り

親
睦
兼
ね
る
命
の
洗
濯

蕗

田

国
府
田

圭

子

自
分
史
を
綴
る
心
地
で
四
十
年

苦
楽
を
共
に
短
歌
を
作
れ
り

東
大
山

草

間

清

子

や ち よ 文 芸
樺

青 木 一 生 さん（下結城小６年）
あお き い っ せい

おとうさん 行 一 さん（松 本）
こう い ち

大 好 き な 人

大

好

き

な

お

父

さ

ん

ぼ
く
は
、
二
年
生
の
と
き
か
ら
安
静
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
に
し
ょ
ぞ
く
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
安
静
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
コ
ー

チ
と
し
て
指
導
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
が
失
敗
を

し
た
と
き
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
す
。
そ
れ

に
練
習
が
終
わ
っ
た
後
も
ト
ス
を
し
た
り
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ト
ス
の
時
は
ぼ
く
が
好

き
な
コ
ー
ス
や
ぼ
く
が
に
が
て
の
コ
ー
ス
を
こ
う
ご

に
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
く
れ
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

は
ゴ
ロ
を
投
げ
て
く
れ
た
り
、
フ
ラ
イ
を
投
げ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
た
ま
に
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
を
す
る

の
で
そ
の
と
き
は
座
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
の
と

こ
ろ
に
か
ま
え
て
く
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
い
っ
て
い
た
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

生
か
し
て
甲
子
園
に
連
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

宮本 瑞生・苺花 ちゃん

みやもと みず き いち か

平成２４年５月１８日生まれ

平成２５年１０月９日生まれ（新 井）

飯 田 明 莉 ちゃん

い い だ め り

平成２６年３月１７日生まれ

（新 井）
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11月と12月は納税強化月間

11月と12月は納税強化月間として、町県民税、軽自動車

税、固定資産税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者

医療保険料が未納の方を対象に、税務課、町民課、福祉保健

課の担当職員が自宅に電話や訪問をする場合があります。納

付について、ご理解ご協力をお願いします。納税に関する相

談は、随時受け付けていますので役場へご来庁ください。

問い合わせ 税務課収納管理係 内線１３１１

福祉保健課介護保険係 内線１２３０

町民課保険年金係 内線１１２０

不動産公売を実施します

日 時 12月14日（水）

受付開始午後０時50分～

場 所 中央公民館

問い合わせ

税務課収納管理係 内線１３１１

ふれあいウォーキング参加者の皆さん

わくわくふれあいウォーキングが10月12日に開催

されました。コースは日光戦場ヶ原を湯の湖から赤

沼茶屋までの約4.4km。参加者は秋晴れの中、色づ

き始めた戦場ヶ原の雄大な自然を満喫しながらゆっ

くりと２時間30分かけて歩きました。

散策の後には、大久保司町長や赤松治教育長を囲

んで対話集会を行いました。

稲刈りを体験する児童たち

10月４日、６月に田植え体験が行われた西豊田小

学校（湯本春雄校長）近くの水田で、稲刈り体験授

業が行われました。５年生37人が、講師である苅橋

の諏訪洋一さんから刈り方などの説明を受けた後、

鎌を持って稲刈りを開始。刈った稲をひもでしばり

柱にかけて乾燥させる「はざかけ」まで、昔ながら

の稲刈りを体験しました。

西小５年生が稲刈り体験

児童の高田涼

香さんは「刈るの

は上手にできた

けどしばるのは

難しかったです。

田植えと稲刈り

を体験してご飯

をたくさん食べ

ようと思いまし

た」と感想を話し

ていました。

色づき始めた戦場ヶ原を散策

参加費 子ども１００円 大人２００円

※食物アレルギーには対応していません。

問い合わせ 八千代オハナこども食堂事務局

TEL 48-１５３８（株）賀登屋内

開店日 毎月 第２木曜日 午後５時30分～８時

場 所 八千代町農村環境改善センター

対 象 子ども（幼児から高校生まで）

保護者（祖父母含む）

八千代オハナこども食堂
オハナこども食堂は子どもが一人で立ち寄れる地域の居場所です。子どもひとりでも、おともだちといっ

しょでも、おじいちゃんおばあちゃんといっしょでも、あたたかいごはんが食べられます。忙しい方も家事
の一休みや一家団欒の機会に、子育て中のママも多く参加しています。
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■第63回下妻地区青少年防犯柔剣道大会

〔と き〕８月21日（日）

〔ところ〕下妻市立総合体育館

〔主 催〕下妻地区柔剣道振興会

〔主な結果〕

団体戦

一般・高校男子の部

優 勝 八千代

中学男子の部

第３位 八千代第一中学校Ａ

個人戦

中学男子初段以上の部

第３位 千國幸喜

■平成28年関東柔道形競技大会

〔と き〕８月28日（日）

〔ところ〕神奈川県立武道館

(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

〔主 催〕関東柔道連合会

〔主な結果〕

固の形

優 勝 野村正巳・真中進

■第90回町民野球大会

〔と き〕９月４日（日）11日（日）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会ほか

〔主な結果〕

優 勝 モンスター

準優勝 村貫キングス

第３位 とみお

第３位 高野ブラザーズ

広告

広報やちよに広告を掲載しませんか？

■掲載料金

１枠 縦45.5mm 横175mm １回 10,000円

1/2枠 縦45.5mm 横 85mm １回 5,000円

■申込方法など詳しくは

秘書課秘書広報係 ℡ 48－1111（内線3330）

固の形で優勝した野村さん

優勝したモンスターの皆さん

団体戦一般・高校男子の部で優勝した八千代の皆さん
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が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
専
門
家（

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー）

が
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

11
月
29
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
時

間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
で
す
。

町
内
全
域
が
猟
区
に
な
り
ま
す
が
、

町
民
公
園
周
辺
は
鳥
獣
保
護
区
の

た
め
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
街
化
区
域（

役
場
周
辺
、
西
山

工
業
団
地
周
辺）

が
、
銃
に
よ
る

狩
猟
を
禁
止
す
る
区
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
を
心
が
け

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
獣
保
護
区
等
に
お
い
て
も
、

特
別
な
許
可
に
よ
り
有
害
鳥
獣

（

カ
ラ
ス
等）

の
捕
獲
を
行
う
場
合 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

２０１６. １１. １ №５９７
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版
11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す

施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
茨
城
県
指
定
定
期
検

査
機
関
に
よ
る
所
在
場
所
検
査
や

計
量
士
に
よ
る
巡
回
検
査
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
28
日（

月）

、
29
日

（

火）

午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時

場
所

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

持
参
す
る
も
の

は
か
り（

分
銅
・

お
も
り
も
必
ず
持
参）

、受
検
通
知

は
が
き

手
数
料

１
台
当
た
り
５
２
０
円

～
３
０
０
０
円
程
度

産
業
振
興
課
振
興
係

（

内
線
２
３
３
０）

茨
城
県
計
量
協
会

０
２
９-

２
２
５-

７
９
７
３

茨
城
県
計
量
検
定
所
指
導
課

０
２
９-

２
２
１-

２
７
６
３

日
時

12
月
１
日（

木）

午
後
１

時
10
分
～
３
時
30
分（

受
付
午
後

０
時
30
分）

場
所

筑
西
合
同
庁
舎
大
会
議
室

対
象
者

学
生
を
除
く
若
年
者
や

離
職
中
の
求
職
者

参
加
事
業
所

約
20
社

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

23-

３
８
１
１

11月の納税等

固定資産税（第４期）

国民健康保険税（第６期）

後期高齢者医療保険料

（第５期）

山川沼（後期）

納期は11月30日（水）です

税務課（内線1310）

町民課（内線1121）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す

大規模自然災害などの発生に備え情報伝達訓
練を実施します

地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報伝

達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警報システ

ム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、八千代町以外の

自治体でも様々な手段で情報伝達訓練が行われます。

訓練日時 11月29日（火）午前11時ごろ

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

町内に設置してある防災行政無線か
ら、一斉に次のように放送されます。

【放送内容】
上りチャイム音

＋ 「これは、テストです。」 ３
＋ 「こちらは、ぼうさい八千代です。」
＋ 下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急

情報を、国から人工衛生などを通じて瞬時にお伝え

するシステムです。

問い合わせ 総務課消防交通係 （内線３１３０）

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:10月12日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下
回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、
茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 10月11日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

建
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
建
築
基
準
法
で
様
々
な
基
準

を
規
定
し
て
い
ま
す
。
基
準
適
合

の
判
定
は
建
築
確
認
、中
間
検
査
、

完
了
検
査
で
行
い
ま
す
。
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
工
事
着
工
前
に
建
築
確
認
を
受

け
ま
し
ょ
う

○
工
事
中
の
建
築
現
場
に
は
建
築

確
認
済
の
表
示
板
を
見
や
す
い
所

に
掲
示
し
ま
し
ょ
う

○
工
事
が
完
了
し
た
ら
完
了
検
査

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す

TEL

TELTELTEL

違
反
建
築
を
な
く
し
て
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
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TEL

TEL ２
０
０
０
円

申
込
期
限

11
月
17
日（

木）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

０
２
８
０-

87-

７
０
８
５

募
集
種
目

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
締
切

11
月
18
日（

金）

試
験
日
・
会
場

12
月
３
日（

土）

・

古
河
駐
屯
地
、
12
月
４
日（

日）

勝
田
駐
屯
地

自
衛
隊
筑
西
地
域
事
務
所

22-

７
２
３
９

応
募
資
格

中
卒（

見
込
含
む）

で
17
歳
未
満
の
男
子

【
推
薦
試
験】

受
付
締
切

12
月
２
日（

金）

締

切
日
必
着

試
験
日
・
会
場

１
月
７
日（

土）

～
９
日（

月）
の
指
定
す
る
１
日
・

神
奈
川
県
横
須
賀
市

【

一
般
試
験】

受
付
締
切

１
月
６
日（
金）

締

切
日
必
着

第
１
次
試
験
日
・
会
場

１
月
21

日（

土）

・
受
付
時
に
お
知
ら
せ

自
衛
隊
筑
西
地
域
事
務
所

22-

７
２
３
９

11月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご相

談をお寄せください。

【相談日】11月16日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

を
受
け
ま
し
ょ
う

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指
導
課

24-
９
１
４
９

近
年
、
送
電
線
に
農
事
用
ビ

ニ
ー
ル
等
が
付
着
す
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
停
電
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
く
非

常
に
危
険
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
人
命
に
か

か
わ
る
ほ
ど
の
影
響
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
等
が
風
で
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株

式
会
社
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０-

９
９
５-

０
０
７

色
鮮
や
か
な
花
の
色
を
長
い
時

間
保
つ
こ
と
が
で
き
る
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
。
新
年
を
む
か
え

る
祝
い
の
花
を
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
で
華
や
か
に
飾
っ

て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

12
月
17
日（

土）

午
前
10

時
～
正
午

場
所

中
央
公
民
館

対
象
者

小
学
生
以
上（

小
学
生

は
保
護
者
と
参
加）

定
員

20
人（

先
着
順）

参
加
費

２
５
０
０
円

申
込
期
限

11
月
30
日（

水）

持
参
す
る
も
の

は
さ
み（

ワ
イ

ヤ
ー
を
切
る
た
め）

、持
ち
帰
り
用

の
袋中

央
公
民
館（

月
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
休
館）

48-

１
５
１
５

日
時

11
月
20
日（

日）

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分（

受
付
午
後

１
時
15
分）

場
所

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

対
象
者

【

Ａ
コ
ー
ス】

26
歳
～
39

歳
の
独
身
男
女【

Ｂ
コ
ー
ス】

40

歳
～
55
歳
の
独
身
男
性
、
36
歳
～

49
歳
の
独
身
女
性

会
費

男
性
４
０
０
０
円
、
女
性

TEL

TEL

自
衛
官
募
集

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
教
室

虐待から子どもを守ろう

－11月は「児童虐待防止」推進月間－

児童虐待とは 保護者（親や養育者など）が、身体的虐待

や性的虐待、養育放棄（ネグレクト）、心理的虐待など子

どもの身体や心を傷つけ、健やかな成長や発達を妨げるこ

とです。

子どもを虐待から守るためには 虐待を受けたと思われる

子どもを見つけたときは、町福祉保健課や筑西児童相談所

などに連絡してください。虐待ではなかったと判明しても

通報者が罰せられることはありません。また、ご自身が子

育てに悩んでいるときには、福祉保健課、筑西児童相談所

のほか、町保健センターでも相談をお受けしています。

※連絡した方や内容に関する秘密は守られます。

問い合わせ 福祉保健課児童福祉係（内線１２２０）

連絡先 電話番号
児童相談所全国共通ダイヤル 189（いちはやく）
筑西児童相談所 24-1614
いばらき虐待ホットライン 0293-22-0293
町福祉保健課児童福祉係 49-3941（直通）
八千代町保健センター 48-1955
常総保健所 0297-22-1351

農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
の
飛
散

防
止
に
ご
協
力
を

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

TELTEL

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集

国民健康保険に加入している
みなさまへのお知らせです

○第三者行為による傷病で通院したとき

交通事故など、第三者（自分以外の人）の行為で

傷病を負った場合も保険証を使って治療することが

できます。ただし、治療費は加害者が負担するべき

ものですので、国保（町）が後日その治療費を加害

者に請求することになります。第三者の行為が原因

で、保険証を使い治療したときは、速やかに担当窓

口に連絡してください。

なお、示談を済ませると、保険証が使えなくなり

ますので示談の前にご相談ください。

○国保の保険証を使えない診療

・通勤中や勤務中のけが（会社の労災保険）

・通学中や学校でのけが（学校の保険）

・飲酒運転などの不法行為による事故 など

※不明な点はお問い合わせください。

問い合わせ 町民課保険年金係 （内線１１２０）
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◇
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
、
教

育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
、
ま
た
、
震
災
等
か
ら
の
教
育

復
興
の
た
め
、
予
算
措
置
の
継
続

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【

提
出
先】

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

◇
平
成
27
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
継
続
費
精
算
報

告
書平

成
26
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業

と
し
て
設
定
し
た
中
結
城
東
部
地

区
農
業
集
落
排
水
事
業
継
続
費
の

精
算
を
報
告
す
る
も
の
で
、
支
出

済
額
は
５
億
２
千
６
６
０
万
８
千

円
で
す
。

◇
平
成
27
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
付
け
、
健
全

化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６３

９月定例会

平成28年第３回定例会は、９月６日から14日までの９日間の日程で開催されました。

この定例会では、議員提出議案２件のほか、町執行部より平成27年度決算をはじめ、条例改正など18議案が

提案され、16議案を可決し、１議案を否決しました。また、１議案を特別委員会に付託し、継続審査としました。

一般質問は、９月12日に行われ、６人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

平成27年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
よ

り
、
専
門
家
と
し
て
職
員
の
健
康

管
理
等
を
行
う
た
め
、
産
業
医
を

選
任
し
、「

非
常
勤
特
別
職
の
職

員」

に
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

◇
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正審

議
会
委
員
の
意
見
に
よ
り
、

審
議
会
会
長
の
選
出
方
法
を
全
委

員
の
互
選
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◇
一
般
会
計（

第
２
号）

例
規
整
備
支
援
業
務
委
託
料
、

シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
委
託
料
、
茨

城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
運
営

費
負
担
金
、
町
道
舗
装
補
修
・
排

水
整
備
及
び
法
止
工
事
請
負
費
、

新
堀
川
堤
防
復
旧
工
事
設
計
業
務

委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
等
で
、

６
千
87
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（

第

１
号）医

療
費
の
増
加
に
よ
る
保
険
給

付
費
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
へ
の
納
付
金
等
で
、
１
億
２

千
７
７
１
万
３
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
１
号）

国
・
県
の
介
護
給
付
費
負
担
金

に
超
過
額
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

償
還
金
等
で
、
１
億
２
千
７
７
１

万
３
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計（

第
１

号）

経
営
戦
略
策
定
業
務
等
で
、
１

３
３
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

任
期
満
了
と
な
る
、
現
委
員
の

野
口
晴
江
さ
ん（

松
本）

を
再
任

の

ぐ

ち

は

る

え

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同

意
高
橋
昇
教
育
長
が
９
月
30
日
を

た
か
は
し
の
ぼ
る

も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
新
教
育
長
に
赤
松
治
さ
ん

あ
か
ま
つ
お
さ
む

（

川
尻）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

●

議
員
提
出
議
案

●

条

例

●
平
成
28
年
度
補
正
予
算

●

契

約

◇
八
千
代
町
立
東
中
学
校
旧
校
舎

解
体
工
事

大
里
産
業（

株）

と
８
千
６
２

０
万
５
千
６
０
０
円（

税
込）

で

契
約
す
る
も
の
で
す
。
工
期
は
、

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

◇
八
千
代
町
立
東
中
学
校
備
品
購

入(

有)

せ
き
と
２
千
３
８
６
万
８

千
円（

税
込）

で
契
約
す
る
も
の

で
す
。

◇
平
成
27
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

未
処
分
利
益
剰
余
金
１
億
２
千

７
７
７
万
４
千
９
７
６
円
の
う

●

報

告

●

人

事

新校舎の完成に伴い取り壊される東中旧校舎

●

そ
の
他
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第３回定例会における議案等の審議結果

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 13 14
議
長

28. 町単八千代町立東中学校旧校舎解体工事請負契約の締結

について
可決 ○ Ｘ Ｘ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

平成27年度八千代町歳入歳出決算の認定について 可決 ○ Ｘ Ｘ 欠 Ｘ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

11

○

○

審
議
結
果

増
田

光
利

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

水
垣

正
弘

小
島

由
久

大
久
保
敏
夫

湯
本

直

大
久
保

武

八千代町長に対する辞職勧告決議について 否決 Ｘ ○ ○ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ○ Ｘ －

12

宮
本

直
志

○

○

Ｘ

○・・・賛成 Ｘ・・・反対 欠・・・欠席

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない議案

等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームページの会

議録（11月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

ち
、
１
億
２
千
７
１
７
万
９
千
１

７
１
円
を
減
債
積
立
金
及
び
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
59
万

５
千
８
０
５
円
を
資
本
金
へ
組
み

入
れ
る
も
の
で
す
。

◇
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
す
べ
て
の
生
徒
に
、
丁
寧
で
地

域
格
差
の
な
い
教
育
を
受
け
さ
せ

る
た
め
、国
や
関
係
機
関
に
対
し
、

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
要
請
し
ま
す
。

【

提
出
者】

茨
城
県
教
職
員
組
合

吉
田

豊
さ
ん

【

審
議
結
果：

採
択】

～
決
算
認
定
～

平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

６
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
関
係
常
任
委
員
会
に
付
託

し
、
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

●

請
願
審
議
結
果

◇
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

【

提
出
者】

大
久
保
敏
夫
議
員

【

提
案
理
由】

町
長
自
ら
、
私
の
個
人
情
報
を

他
人
に
漏
ら
し
た
こ
と
は
犯
罪
行

為
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
定
例
会

の
一
般
質
問
で
、
虚
偽
の
答
弁
を

し
、
議
会
を
冒
涜
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
辞
職
勧
告
す

る
も
の
で
あ
る
。賛

成
少
数
で
否
決

◇
行
政
組
織
設
置
条
例

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
や
、
社
会
情
勢
の
急
激
な

変
化
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
委

譲
や
、
地
方
創
生
に
よ
る
総
合
戦

略
の
推
進
な
ど
、
増
加
す
る
行
政

課
題
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
部
制
の
導
入
を
柱
と
す
る
組

織
機
構
の
再
編
を
行
う
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
部
の
設
置（

５
部）

「

秘
書
公
室」「

総
務
部」「

企
画

財
政
部」

「

保
健
福
祉
部」「

産

業
建
設
部」

※
別
に
教
育
委
員
会
事
務
局
設

置
規
則
に「

教
育
部
長」

・
課
の
体
制（

21
課
に
再
編）

●

議
員
提
出
議
案

施
行
日（

平
成
29
年
１
月
を
予

定）町
民
へ
の
周
知
・
広
報
を
行
い
、

窓
口
業
務
等
に
支
障
の
な
い
よ

う
進
め
る
。

八
千
代
町
行
政
組
織
設
置
条
例

検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

９
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
行
政
組
織
に
関
す
る
事
項
の

調
査
及
び
検
討
を
行
う
た
め
、
全

議
員
で
構
成
す
る「

八
千
代
町
行

政
組
織
設
置
条
例
検
討
特
別
委
員

会」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

委
員
長
に
湯
本
直
議
員
、
副
委
員

長
に
水
垣
正
弘
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

●

条

例

行政組織設置条例検討特別委員会の様子

予算の使い道を点検

・・
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ま
す
。

教
育
長

学
校
教
育
で
は
、
映
像

文
化
よ
り
も
活
字
文
化
を
活
用
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。小

学
校
英
語
教
育
は
、
平
成
32

年
度
よ
り
小
学
校
５
・
６
年
生
の

教
科
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
す
が
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
方

も
多
く
、
教
育
格
差
の
拡
大
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

準
備
期
間
の
現
在
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

小
学
校
外
国
語

活
動
完
全
実
施
に
伴
い
、
英
語
指 図書資料費の充実を

増田 光利議員

当
町
の
人
口
一
人
当
た
り
の
図

書
資
料
費
は
、
県
西
自
治
体
の
な

か
で
、
結
城
市
に
次
い
で
第
２
位

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
１

位
を
目
指
し
、
教
育
文
化
に
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
町
外
か
ら
の
移
住
促
進
や
若

い
人
達
の
定
住
促
進
に
役
立
つ
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う

か
。小

学
生
の
読
書
率
は
県
内
で
も

ト
ッ

プ
の
成
績
で
あ
る
と
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
読
書
習
慣
の

確
立
は
重
要
な
教
育
目
標
で
あ

り
、
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
が
、
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

大久保 敏夫議員

告
訴
・
告
発
さ
れ
た
一
連
の
事

件
に
つ
い
て
、
不
起
訴
処
分
と

な
っ

た
こ
と
を
不
服
と
し
、
検
察

審
査
会
に
訴
え
が
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
事
件
の
関
係
者
は
裁
判
も

辞
さ
な
い
。
法
廷
で
状
況
を
再
現

さ
れ
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
と
の

決
意
で
検
察
審
査
会
に
申
し
出
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の

行
動
の
意
味
は
、
大
き
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
の
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町

長

検
察
審
査
会
へ
の
申
し

立
て
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
に
対
し
て
の
申
し
立
て

で
す
の
で
、
私
と
し
ま
し
て
は
、

検
察
審
査
会
の
審
査
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
私
が

質
問
し
た
個
人
情
報
の
漏
え
い
問

題
に
対
し
、
町
長
は
、

「

３
月
の
議

会
で
大
久
保
議
員
か
ら
言
わ
れ

て
、
初
め
て
そ
の
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。」

と
答
弁
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
知
っ
た
情
報
と
は
何

で
あ
っ
た
の
か
、お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、

「

町
民
の
個
人
情
報
を
他

の
一
般
の
者
に
漏
ら
し
た
こ
と
は

な
い
。」

と
も
答
弁
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
こ
と
に
間
違
い
な
い
の

か
、
再
度
、
お
答
え
い
た
だ
き
た

い
。

町

長

私
は
、
町
民
の
個
人
情

報
を
守
る
立
場
で
あ
り
ま
す
の

で
、
知
り
得
た
情
報
を
漏
え
い
す

る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
前

町
長
の
告
訴
事
件
・
守
秘
義
務
に
つ
い
て

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
６
名
が
登
壇

八
千
代
町
立
図
書
館
の
図
書
資
料
費
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
長

様
々
な
分
野
の

資
料
を
そ
ろ
え
、
利
用
者
の
皆
様

に
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
利
用
者
拡
大
の
面

か
ら
も
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

図
書
資
料
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
巡
回
図
書
事
業
と
し
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
各
小
学
校
に
図

書
２
０
０
冊
ず
つ
５
回
、
年
１
千

冊
を
貸
し
出
し
、
平
成
22
年
度
か

ら
は
各
中
学
校
に
２
５
０
冊
ず
つ

２
回
、
年
５
０
０
冊
を
貸
し
出
し

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
町
立
図

書
館
が
主
体
と
な
り
各
学
校
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
学
校
の
図
書
室

環
境
整
備
へ
の
支
援
や
出
前
講
座

で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ク
イ
ズ

形
式
で
の
図
書
館
利
用
方
法
の
説

明
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
図
書
館

や
読
書
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

学
校
教
育
課
長

教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り

導
助
手
３
名
に
よ
る
学
校
訪
問
の

時
間
数
を
増
や
し
、
１
・
２
年
生

で
年
間
12
時
間
、
３
・
４
年
生
で

18
時
間
、
５
・
６
年
生
で
35
時
間

と
、
国
の
指
定
す
る
５
・
６
年
生

だ
け
で
な
く
、
小
学
１
年
生
か
ら

の
実
施
を
早
く
か
ら
進
め
、
外
国

語
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

学
習
支
援
計
画
に
つ
い
て
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別 表

中山 勝三議員

れ
て
い
る
取
組
に
、
高
齢
者
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
、
介

護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

を
行
っ
た
場
合
に
、
自
治
体
か
ら

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
商
品
と
の
交
換
や
上

限
を
設
け
て
の
換
金
、
介
護
保
険

料
の
支
払
・
軽
減
に
利
用
で
き
る

制
度
で
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ

と
で
、
身
体
的
な
介
護
予
防
の
促

進
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
介
護
現

場
に
接
す
る
こ
と
で
、
介
護
に
関

心
を
持
ち
、
予
防
へ
の
意
識
向
上

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
当
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
社

会
が
進
展
す
る
な
か
で
、
大
変
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
導
入
・
実
施
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

（

高
齢
者
の
現

状
と
予
測
に
つ
い
て
は
別
表
の
と

お
り）

厚
生
労
働
省
に
よ
り
ま
す

と
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
、

１
千
７
４
１
市
町
村
中
、
２
８
２

市
町
村
で
全
体
の
16
・
２
％
で
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
地
域

※2025年予測は「第６期介護保険事業計画」の推計による数値

我
が
国
の
高
齢
者
状
況
の
推
移

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
９
年
後
の

２
０
２
５
年
に
は
、
65
歳
以
上
の

方
が
３
千
６
５
７
万
人
、
人
口
の

30
・
３
％
。
75
歳
以
上
で
は
、
２

千
１
７
９
万
人
で
18
・
１
％
と
推

計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
超

高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ

て
き

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
当
町
の
状

況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し

て
、
先
進
的
な
自
治
体
で
進
め
ら

の
人
材
を
有
機
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
、
極
め
て
重
要

な
施
策
で
す
。
高
齢
者
が
地
域
で

社
会
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
で
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
支
え

手
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

当
町
で
も
平
成
29
年
４
月
か
ら

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
今
後
は
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
整
備
に
向
け
、
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
主
体
が
参
画
し
た
協
議

体
の
設
置
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
向
け
た
協
議

回
と
同
じ
答
弁
で
あ
り
ま
す
。

当
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
選
出
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
現
委
員
が
本
年
11
月
末

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
各
行
政
区
か
ら
推
薦

さ
れ
た
候
補
者
は
、
全
員
が
県
に

通
達
さ
れ
た
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

福
祉
保
健
課
長

地
区
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
長
さ
ん
か
ら
、
本
人
の
同

意
を
得
た
上
で
、
候
補
者
の
推
薦

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
行

政
区
長
が
候
補
者
と
な
っ
た
場
合

の
み
、
副
区
長
よ
り
推
薦
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主
任

児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
町
に
お

い
て
候
補
者
の
推
薦
を
行
い
、
全

て
の
候
補
者
に
つ
い
て
、
町
民
生

委
員
推
薦
会
に
お
い
て
選
考
が
行

わ
れ
、県
知
事
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

県
知
事
は
、
推
薦
さ
れ
た
候
補
者

に
つ
い
て
県
に
設
置
の
社
会
福
祉

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、

厚
生
労
働
大
臣
に
具
申
し
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

町
民
生
委
員
推
薦
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
か
ら
の
通
知
に
基
づ

き
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
非
公

開
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
答

弁
の
方
は
避
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

町

長

私
の
立
場
と
し
ま
し
て

は
、
民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
っ

て

決
定
さ
れ
た
事
項
を
県
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
務
め
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

民
生
委
員
推
薦
会
で
、
正
式
な

決
定
は
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
経
過
を
待
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

が
加
速
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
協

議
体
の
中
で
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
制
度
の
実
現
に
向
け
た
検

討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町

長

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、

国
、
県
、
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
介
護
を
含
め
た
医
療
や
生
活
支

援
、
住
ま
い
を
含
め
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

同
居
率
が
高
い
当
町
で
は
あ
り

ま
す
が
、
単
身
高
齢
者
世
帯
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
も
元
気
で
過

ご
せ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

も
含
め
た
形
で
介
護
保
険
制
度
の

運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

平成28年９月１日現在 2025年予測

人口 (人) 割合 (%) 人口（人） 割合 (%)

八千代町全体 22,783 20,005
65歳以上 6,050 26.1 6,525 32.6
75歳以上 2,974 13.1 3,281 16.4

世帯数 割合 (%) 世帯数 割合 (%)

八千代町全体 6,739 8,632

65歳以上単身① 313 4.6 687 8.0

高齢夫婦② 379 5.6 742 8.6

合 計 (①＋②) 692 10.2 1,429 16.6

高
齢
者
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

ボランティア活動により、自分の健康寿命

を延ばし、予防への意識向上にもつながる
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大久保 弘子議員
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高
橋
教
育
長
は
、
平
成
15
年
に

就
任
以
来
、
当
町
の
学
校
教
育
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
小

学
校
で
は
、
読
書
を
積
極
的
に
推

進
し
、
全
て
の
児
童
が
年
間
50
冊

以
上
を
読
書
す
る
と
い
う
目
標
を

立
て
ら
れ
、
現
在
ま
で
９
年
連
続

で
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
中
学
校

で
は
、
文
武
両
道
を
基
本
に
部
活

及
び
学
力
向
上
に
重
点
を
お
き
、

特
に
駅
伝
競
走
に
お
い
て
は
、
八

千
代
第
一
中
学
校
男
女
と
も
に
関

東
大
会
へ
ほ
ぼ
毎
年
出
場
し
て
お

り
、更
に
は
全
国
大
会
に
も
出
場
、

特
に
女
子
に
お
い
て
は
４
回
の
出

場
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
、
文

武
両
道
の
優
秀
な
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
こ
ら
れ
た
高
橋
教
育
長
の

教
育
方
針
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し

ま
す
。

教
育
長

特
に
力
を
入
れ
て
き
た

こ
と
は
、
確
か
な
学
力
・
豊
か
な

心
・
健
や
か
な
体
の
３
つ
で
す
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
ま

し
た
。

学
校
に
お
い
て
は
、
学
問
と
の

出
会
い
、
友
人
と
の
出
会
い
、
良

い
先
生
方
と
の
出
会
い
、
３
つ
の

出
会
い
か
ら
人
間
が
成
長
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
学
１
・
２
・

３
年
生
は
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す

の
で
、
週
に
１
回
は
昼
休
み
を
１

時
間
長
く
と
り
、
全
員
で
先
生
方

も
外
に
出
て
遊
ん
で
く
だ
さ
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。

八
千
代
町
の
学
校
教
育
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
き
た
の
か

新
総
合
事
業
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
全
国
一
律
の

基
準
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
て

い
た
も
の
が
、
統
一
基
準
が
な
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
ご
と

に
差
が
生
じ
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
予
防
事
業
に
お
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
団

体
な
ど
に
安
い
費
用
で
サ
ー
ビ
ス

を
肩
代
わ
り
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
経
営
難
に
陥
る
介
護
事
業
所
が

続
出
す
る
の
は
必
至
で
す
。
そ
こ

で
、
当
町
に
お
け
る
対
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

総
合
事
業
で

は
、
今
そ
の
地
域
に
と
っ

て
一
番

不
足
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
な

の
か
、
的
確
な
判
断
と
そ
の
実
現

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
や
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
に
向
け
て
、
住
民
主
体

の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
協
議

体
の
設
置
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
に
も
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
の
介
護
事
業
所
へ

の
影
響
に
つ
い
て
で
す
が
、
総
合

事
業
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、
平

成
27
年
３
月
31
日
に
お
い
て
、
介

護
予
防
訪
問
介
護
等
に
係
る
指
定

予
防
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
に

つ
い
て
は
み
な
し
指
定
が
適
用
さ

れ
て
お
り
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。
み
な
し
指
定
の
有
効
期

限
は
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
で
す

の
で
、
そ
れ
以
降
総
合
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
す
る

場
合
に
は
、
町
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
新
総
合
事
業
に
つ
い
て

苦
労
様
で
し
た
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

教
育
長

八
千
代
町
の
教
育
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
学
力
も
不
足

し
て
お
り
ま
す
し
、
他
の
面
で
も

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
じ

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
八

千
代
町
で
育
っ
た
者
と
し
て
、
議

会
と
執
行
部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

仕
事
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

輝かしい実績を誇る一中女子陸上部

ま
た
、
現
在
の
ゲ
ー
ム
や
テ
レ

ビ
等
の
映
像
文
化
は
非
常
に
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
活

字
文
化
に
よ
る
読
書
に
よ
っ

て
、

考
え
る
力
を
高
め
た
り
、
自
己
抑

制
力
を
身
に
付
け
る
等
、
読
書
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま

す
。自
分
の
人
生
は
１
回
で
す
が
、

読
書
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
生

が
見
え
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
読

書
の
推
進
を
先
生
方
に
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
文
武
両
道
。
文
が
先

だ
と
、
常
に
言
う
の
は
学
問
も
で

き
て
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
。
そ
う

い
う
考
え
方
で
い
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
う
ち
か
ら
正
義
感
や
勇
気
を
持

た
せ
る
。
勇
気
を
出
し
て
言
え
る

よ
う
な
子
ど
も
を
育
む
と
い
う
こ

と
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
議
会
の

了
解
を
い
た
だ
き
、
本
年
度
中
に

１
０
０
％
、
校
舎
等
含
め
て
出
来

上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
は
、
平
成
28
年
９
月
末

日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
退
任
さ

れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
12
年
９
カ

月
と
長
期
に
わ
た
り
、
当
町
の
学

校
教
育
に
全
力
で
努
め
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
長
い
間
ご
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栗
山
地
内
に
お
い
て
は
、
道
路

拡
幅
整
備
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
工
事
着
手
の
日
程
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

次
に
、福
岡
地
内
に
つ
い
て
は
、

数
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
舗
装
の

破
損
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必
要
な

危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
整
備
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。ま

た
、
舟
戸
地
内
に
お
い
て
、

畑
総
事
業
の
未
開
通
箇
所
で
は
、

倒
木
や
物
の
散
乱
、
無
断
駐
車
等

に
よ
り
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
な
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

栗
山
地
内
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
５
年
間
の
年
次
計
画
に
よ

り
、
道
路
拡
幅
工
事
に
必
要
な
業

務
委
託
費
を
事
業
実
施
計
画
に
計

上
し
ま
し
た
。

平
成
30
・
31
年
度
の
２
年
間
に

お
い
て
、
用
地
買
収
及
び
工
作
物

の
補
償
関
係
を
実
施
し
た
う
え

で
、
平
成
32
年
度
か
ら
道
路
改
良

拡
幅
工
事
を
着
手
す
る
計
画
で

す
。

産
業
振
興
課
長

舟
戸
地
内
の
道

町

長

介
護
保
険
新
総
合
事
業

に
つ
い
て
は
、
要
支
援
者
の
状
態

等
を
踏
ま
え
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
維
持
し
な
が
ら
、
自
立
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
理
的
条
件
を
勘
案
し
て
特
定

の
生
活
圏
域
に
一
つ
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
町
に
は

一
箇
所
の
み
で
す
。
今
後
、
増
設

す
る
考
え
は
あ
る
の
で
し
ょ

う

か
。ま

た
、
増
加
す
る
高
齢
者
に
対

し
て
、
現
状
の
ま
ま
で
対
応
で
き

る
の
か
、
人
員
の
増
員
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
保
健
課
長

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
５
月
24
日
付
厚
生
労
働

省
Ｑ
＆
Ａ
で
、

「

お
お
む
ね
２
～
３

万
人
に
１
カ
所
が
目
安
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。」

と
の
見
解
が

出
て
い
ま
す
。
生
活
圏
域
だ
け
を

安
静
地
区
に
お
い
て
栗
山
、
福

岡
、
舟
戸
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を

は
じ
め
地
元
町
民
の
方
か
ら
、
道

路
整
備
を
要
望
す
る
声
が
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
区

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

安
静
地
区
に
お
け
る
道
路
整
備
に
つ
い
て

て
い
ま
す
。

ま
た
、
舟
戸
地
内
の
道
路
に
つ

い
て
は
、今
後
の
開
通
を
目
指
し
、

地
権
者
や
地
元
の
協
力
を
得
な
が

ら
慎
重
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
野
自
動
車
関
連
企
業
の
誘
致

が
進
ま
ず
、
い
ま
だ
見
通
し
が

立
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

町
長
自
ら
行
う
と
答
弁
し
た
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

町

長

私
は
、
町
長
と
し
て
日

野
自
動
車
関
係
者
と
の
意
見
調

整
、
知
事
と
の
面
談
、
県
職
員
等

と
の
意
見
調
整
、
広
域
行
政
の
中

で
の
情
報
収
集
活
動
な
ど
精
力
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
交
渉
事

で
あ
り
、
具
体
的
な
成
果
と
し
て

形
に
な
る
ま
で
は
、
き
ち
ん
と
答

弁
が
で
き
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
や
関
係
機
関
と
の
企
業
誘
致

の
話
し
合
い
の
経
過
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
可
能
性
を
模
索
し
て

い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
具
体

的
に
、
確
信
を
も
っ
て
説
明
で
き

る
ま
で
は
見
守
っ

て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
個
人
情
報
に
つ
い
て

考
え
る
と
２
カ
所
で
す
が
、
総
合

的
な
判
断
と
し
て
町
直
営
で
１
カ

所
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
に
お
け
る
第
１
号

保
険
者
数
が
６
千
人
を
超
え
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
等
に
係
る
条
例
に
基

づ
き
人
員
を
増
員
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
社
会
福
祉
士
２
名
、
保
健

師
１
名
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

１
名
、
介
護
支
援
専
門
員
１
名
の

５
人
体
制
で
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

路
未
開
通
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事

業
当
初
か
ら
地
元
協
議
会
役
員
、

県
・
町
職
員
に
よ
り
幾
度
と
な
く

地
権
者
と
の
交
渉
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
同
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
に
未
整
備
に
な
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
再

度
、
関
係
用
地
や
地
権
者
等
の
調

査
と
と
も
に
、
関
係
部
署
に
よ
る

協
議
調
整
、
さ
ら
に
は
地
元
行
政

区
、
畑
総
維
持
管
理
組
合
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町

長

福
岡
地
内
の
町
道
に
つ

い
て
は
、
通
学
路
、
生
活
道
と
し

て
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
各
行
政
区
か
ら
の
工

事
要
望
に
つ
い
て
は
現
在
１
３
０

件
、
工
事
費
に
し
て
約
３
億
５
千

万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
予

算
の
確
保
に
努
め
年
次
計
画
に
よ

り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え 拡幅工事が待たれる栗山地内の道路
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人のうごき 10月１日現在

人 口 22,771人 （1064）

男 11,840人 （879）

女 10,931人 （185）

世帯数 7,492世帯 （906）

（ ）内は外国人で内数「八菜丸」
は な まる

町イメージキャラクター

19日（午前10時10分頃～）には町の観光大使に就

任した一番星さんと山口めろんさんも来るよ ！

日時

11月19日（土）

20日（日）

午前10時～

場所

中央公民館ほか

作品展

11月18日（金）

～20日（日）

総合体育館

20日 子どもフェスティバル

19日 畜産まつり

19日～20日 野外ステージ

20日 はしご車搭乗体験

秋
～
夢
ひ
ら
け

み
ん
な
の
未
来
は

ま
つ
り
か
ら
～


